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東レ株式会社 取締役 生産本部担当

佐々木 久衛

高度な繊維技術が可能にする

「ヒートテック」・「ウルトラライトダウン」の

優れた機能性について
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ユニクロの

マーケティング力・

マーチャンダイジング力

東レが持つ

日本の繊維技術・

世界規模の

高品質な生産体制

バーチャルカンパニー体制として
相互の専門性を活用

【戦略的パートナーシップ】

世界中のお客様に満足いただける

夢のある商品を共同で開発・提供！
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日本
東レ N-FY･SF, P-FY･SF, A-SF,

不織布, 人工皮革, 
PPS繊維, フッ素繊維

イタリア
Alcantara（人工皮革）

マレーシア
PFR（P-SF）

PAB（P/C紡,織,染） N＝ﾅｲﾛﾝ P＝ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ A＝ｱｸﾘﾙ C＝綿 R＝ﾚｰﾖﾝ
その他繊維 ＝PPS繊維、ﾌｯ素繊維 FY＝長繊維 SF＝短繊維

米国
TFA（フッ素繊維）

【東レ繊維事業の国内・海外生産拠点】

韓国
TAK（P-FY,不織布）

チェコ
TTCE（FY織･染）

英国
TTEL（FY織･染）

中国
TFNL（N-FY,P-FY）
TSD（FY織,染,ニット）
TJQ （P/C紡,織,染）
TPN （不織布)

タイ
TTS（N-FY,P-FY）

TTTM（P/R紡･織･染,ニット）

Luckytex（P/C紡･織･染,FY織･染）

インドネシア
ITS（N-FY,P-FY,P-SF）

ISTEM（P/R紡･織･染）

ACTEM（A紡）

ETX（P/C紡･織）

CTX（P/C紡･織･染）

OST（資材用FY縫糸）

TPJ（不織布 13年6月稼働予定）

生産拠点をグローバルに展開 （９ヶ国、２１拠点）
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繊維研究所繊維研究所

東レ知的財産センター東レ知的財産センター

フィラメント技術部フィラメント技術部

ステープル技術部ステープル技術部

東レリサーチセンター東レリサーチセンター

商品開発（東麗繊維研究所（中国）有限公司）（ＴＦＲＣ）

繊維加工技術部繊維加工技術部

テキスタイル・機能資材開発センターテキスタイル・機能資材開発センター

研究技術開発支援

基礎研究・先端研究 商品開発（テキスタイル）

商品開発（原糸・原綿・不織布）

【新素材・新商品の開発体制】

環境・エネルギー開発センター環境・エネルギー開発センター

生産技術第１部生産技術第１部

東レグループの技術を結集

先端材料研究所先端材料研究所

エンジニアリング開発センターエンジニアリング開発センター

繊維・

テキスタイル新製品

新規機能付与

革新素材

革新プロセス



5



66

【ヒートテック 素材の変遷】
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2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

ヒートテック販売量推移（万枚）

ﾒﾝｽﾞ
ｽﾀｰﾄ

綿から
ｱｸﾘﾙへ

ｳｨﾒﾝｽﾞ
ｽﾀｰﾄ

ﾒﾝｽﾞも
ｱｸﾘﾙへ

ｿﾌﾄ化、機能付与

中空綿
特殊ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

ドライ

中空
（綿/ﾚｰﾖﾝ）

特殊ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ
スクワラン保湿

杢グレー ボーダー

光触媒消臭 抗菌防臭・ソフト化
杢、

ボーダー

ウィメンズ

メンズ

ﾚｰﾖﾝ細繊度
制電、

形態安定

紡績細番手
保湿（ﾎｴｲ）

保湿
（ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ）

制電、
形態安定

ﾚｰﾖﾝ細繊度
消臭性付与 消臭性

（ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ）

ｱｸﾘﾙ/ﾚｰﾖﾝ
特殊ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

ミルク保湿
超ソフト

新しい機能を加えながら、年々進化を続けている

中空綿
特殊ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

ドライ

ｱｸﾘﾙ/ﾚｰﾖﾝ
特殊ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

ドライ
超ソフト

New！

吸放湿
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【ヒートテック 素材の変遷】

880ミクロン 700ミクロン 590ミクロン

30S／８４本 38S／139本 47S／121本

2004年 2006年 2012年

0.170 0.160 0.170

ＣＬＯ値（保温性）
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【２０１２年ヒートテックの進化】

＜メンズ＞ ＜ウイメンズ＞

Ｎｅｗ！ 吸放湿

Ｕｐｄａｔｅｄ！ 消臭 Ｕｐｄａｔｅｄ！ 保湿

吸汗速乾 軽量化

発熱

保温

抗菌

ストレッチ

静電気防止

形状保持

新たに吸放湿機能を加えたヒートテック１０の機能
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【２０１２年 Ｎｅｗ！吸放湿】

ΔMR吸放湿 ＝

（20℃×65RH％）

絶乾状態

（30℃×90RH％）

吸湿性（⊿MR）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ100％ 2011年 2012年 綿100％

（

％
） ≒

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ100% 2012年2011年 綿100%

吸放湿性能

定常状態から高温高湿状態に
保持できる湿度の量

「ヒートテック」が、肌表面側の湿度を吸湿し、肌着の外側に放湿
⇒ 蒸れ感を軽減

肌表面

吸湿

放湿
ヒートテック生地

蒸れ感軽減のメカニズム

吸放湿
ΔＭＲ

不感蒸泄（=衣服内湿度）高湿度環境

低湿度環境

汗

水蒸気

水蒸気



【２０１２年 Ｕｐｄａｔｅｄ！保湿・消臭】

メンズ

技術
消臭線分を繊維内に練り込み

（従来：繊維表面に固着）

効果
消臭性の洗濯耐久性向上

風合いソフト化

ウィメンズ

技術
保湿有効成分含有量アップ

（繊維内に練り込み）

効果 保湿性強化（しっとり感）

20%
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洗濯

0回

洗濯

10回

洗濯

30回

洗濯

50回

目標70%

アンモニア消臭率

従来：染表面に固着

新規：繊維内に練り込み

レーヨンに含まれるアミノ酸成分比較

カゼイン蛋白, 8%

炭水化物, 55% 炭水化物, 52%

ミネラル, 4% ミネラル, 4%
灰分, 7% 灰分, 5%
脂質, 2% 脂質, 3%

ホエイ蛋白, 28%

ホエイ蛋白, 11%

カゼイン蛋白,
21%

0%
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20%
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100%

2011年 ２０１２年

ホエイ成分増量

ホエイ蛋白
26％

※ホエイ（乳精）： 牛乳から脂肪分を除去した蛋白成分。保湿性が高く化粧品に多用。

２０１１年 ２０１２年

※汗臭はアンモニアが主成分
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ヒートテックでできる環境への負荷の低減

ヒートテックがもつ優れた保温機能により、
暖房温度を無理なく１℃下げた場合の
節電効果・ＣＯ２削減効果を算出。

節電効果とＣＯ２削減効果

【ヒートテックの節電とＣＯ２削減効果】
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【１億枚のヒートテックがもたらす効果】

５８Ｗ／世帯 × 1,２５０万世帯 ＝ ７３万ｋｗ
・１億枚÷〔８枚/世帯〕＝１,２５０万世帯
・暖房温度を１℃下げた場合、抑えられる消費電力は５８ｗ/世帯

【節電】

・室内暖房温度を下げてＣＯ２排出量を削減
・ヒートテック１着が、杉の木１本分のＣＯ２吸収量に相当

森林面積に換算すると東京都２,１８６ｋｍ２の

約１／２の面積に相当

【ＣＯ 削減】2

１３kg-co2eq /着・シーズン×１億枚＝１３０万トン

※前提条件：４家族/世帯、２枚/人
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【ウルトラライトダウンの軽さ・暖かさ】

軽いのに暖かい 「ウルトラライトダウン」

髪の毛の１０分の１のナイロン繊維

髪の毛ナイロン原糸

秘密は高度な繊維技術と生地設計

ソフト

軽さ

暖かさ
高密度織物 特殊加工後

技術のポイント ナイロン細繊度高密度織物
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【高度なナイロン染色技術】

ナイロン薄地高密度織物の染色加工の難しさ

生地にシワが残りやすい ⇒ フラット染色

染色液が生地に入りにくい ⇒ 均一染色

高堅牢度染料使用 ⇒ 染着差防止条件

中間色、敏感色 ⇒ 染料選択、適正染色条件

低浸透性高密度織物 ⇒ 適正プリント条件

１．しわ

２．染めムラ

３．堅牢度

４．色調整

５．プリント

日本の高度な繊維技術

熟練した匠の技の結集



【ウルトラライトダウンのカラー展開】

2011年51色⇒2012年107色、プリント７柄 色柄含めて２２色展開

１０７色の色出しには
数千回の染色処方検討を要した

１０７色の色出しには
数千回の染色処方検討を要した

高度な染色技術・匠の技により107色のカラー展開を可能とした
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高度な繊維技術により、
進化を続ける


